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通年 2 月 10 月 8 月

　

平
成
27
年
度
に
、
10
年
以
上
に

わ
た
り
継
続
的
に
活
動
し
、
そ
の

功
績
が
顕
著
で
あ
る
団
体
と
し
て
、

お
お
い
町
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー

ズ
ク
ラ
ブ
が
全
国
子
ど
も
会
連
合

会
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
平
成
28
年
度
に
は
、

地
域
に
お
い
て
積
極
的
に
先
頭
に

立
ち
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
地
域

活
動
に
取
り
組
む
な
ど
、
他
の
青

少
年
の
模
範
と
し
て
善
行
青
少
年

知
事
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

受
賞
後
、
中
塚
町
長
に
報
告
を

行
い
、
現
在
の
活
動
内
容
や
今
後

の
豊
富
を
語
り
ま
し
た
。

◆
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
ズ

　
ク
ラ
ブ
と
は

　

お
お
い
町
内
在
住
の
中
学
生
・

高
校
生
で
組
織
さ
れ
た
ク
ラ
ブ
で

す
。
大
飯
支
部
・
名
田
庄
支
部
が

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
で
定
例
会
を
行

い
活
動
の
打
合
せ
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
ク
ラ
ブ
の
目
的
は
、
子
ど

も
会
活
動
を
指
導
・
援
助
し
て
、

た
く
ま
し
く
心
豊
か
な
お
お
い
町

の
子
ど
も
づ
く
り
を
目
指
し
お
お

い
町
及
び
子
ど
も
会
の
健
全
育
成

に
協
力
を
し
、
合
わ
せ
て
ク
ラ
ブ

員
相
互
の
親
睦
を
図
る
こ
と
で
す
。

【 

主
な
活
動 

】

●
子
ど
も
会
活
動
の
補
助

●
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
運
営
協
力

●
他
市
町
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー

　

と
の
交
流

◆
善
行
青
少
年
知
事
表
彰
受
賞

◆
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

 

ク
ラ
ブ
員
募
集

 

総
会

 

ふ
る
さ
と
踊
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

 （
抽
選
会
補
助
）

 

ス
ー
パ
ー
大
火
勢

 （
う
ち
わ
詰
め
・
配
り
、
運
営  

   

協
力
、
募
金
活
動
）

 

町
子
ど
も
会
キ
ャ
ン
プ

 （
運
営
協
力
）

 

町
子
ど
も
会
か
る
た
大
会

 （
運
営
協
力
）

 

あ
す
な
ろ
会
も
ち
つ
き
大
会

 （
運
営
協
力
）

 

定
例
会

 

・
大
飯
地
域
は
毎
月
2
回

 

・
名
田
庄
地
域
は
毎
月
1
回

 

町
子
ど
も
会
活
動
に
参
加

 

各
種
研
修
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア  

 

活
動
に
参
加

　
　
　

5 月 4 月～1 月

◆
ク
ラ
ブ
員
募
集

　

町
内
の
中
学
生
、
高
校
生
の
み
な

さ
ん
！

　

ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
の
活
動
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

中
高
生
で
構
成
し
、「
楽
し
く
！
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
子
ど
も
会
活
動
や

ス
ー
パ
ー
大
火
勢
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
、

様
々
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。

　

興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
参
加
の

申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
！

★
申
込
先

　

お
お
い
町
教
育
委
員
会
事
務
局

　
　

生
涯
学
習
課 

77
・
１
１
５
０

ohi junior leaders club
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◆
も
こ
も
こ
ふ
わ
ふ
わ
と
は

　

こ
の
グ
ル
―
プ
は
、
保
育
士
・

教
師
・
ピ
ア
ノ
講
師
・
建
築
士
・

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
講
師
・
ジ
ュ
エ
リ

―
デ
ザ
イ
ナ
ー
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ

ナ
ー
・
栄
養
士
・
調
理
師
・
主
婦

の
方
々
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
活
躍
し
な

が
ら
図
書
館
の
役
に
立
ち
た
い
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力
を
し
て
く
れ

て
い
ま
す
。

　

も
こ
も
こ
ふ
わ
ふ
わ
で
は
、
年

に
2
回
の
全
体
会
議
を
開
き
、
幅

広
い
考
え
の
中
で
意
見
交
換
を
し

た
り
、
図
書
館
員
の
思
い
を
大
切

に
し
な
が
ら
手
間
を
惜
し
ま
ず
昼
・

夜
の
勤
務
の
傍
ら
集
ま
っ
て
布
絵

本
作
り
や
コ
ン
サ
ー
ト
の
打
ち
合

わ
せ
を
し
て
い
ま
す
。

◆
中
日
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
賞
受
賞

　

北
陸
3
県（
福
井
・
石
川
・
富
山
）

で
他
の
模
範
と
な
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
続
け
て
い
る
団
体
と
し

て
認
め
ら
れ
、「
第
33
回
中
日
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
賞
」
を
受
賞
し
、
去
る

12
月
17
日
に
、
石
川
県
金
沢
市
の

A 

N 

A
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

金
沢
に
て
表
彰
式
が
お
こ
な
わ
れ

ま
し
た
。

　

も
こ
も
こ
ふ
わ
ふ
わ
の
活
動
は
、

た
く
さ
ん
の
方
々
の
地
道
な
努
力

に
よ
り
継
続
さ
れ
、
社
会
に
温
か

い
心
の
大
切
さ
を
伝
え
て
い
ま
す
。

▲中塚町長への受賞報告の様子

　もこもこふわふわ代表　松宮初美さん（岡田区）

◆
も
こ
も
こ
ふ
わ
ふ
わ
の

　
　
　
　
　
　
素
晴
ら
し
さ

　　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
、
布

え
ほ
ん
作
り
の
技
術
の
向
上
や
円
滑

な
お
話
し
会
の
開
催
、
図
書
館
を
好

き
に
な
っ
て
も
ら
う
き
っ
か
け
作
り

の
音
楽
や
工
作
を
と
お
し
て
の
活
動
等

と
併
せ
、
会
員
相
互
の
親
睦
を
目
的
と

し
、「
布
え
ほ
ん
」
制
作
や
「
お
話
し
会
」

等
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

図
書
館
が
好
き
な
方
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
や
っ
て
み
た
い
と
い
う
方
、
ぜ
ひ

一
度
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は
、
大
飯

図
書
館
ま
で
お
願
い
し
ま
す
！

★
お
問
い
合
せ

　
　
　

大
飯
図
書
館
・
史
料
館

　
　
　
　
　
　
　

 

☎
77
・
２
８
２
０

【 

主
な
活
動 

】

●
布
絵
本
・
布
お
も
ち
ゃ
の
製
作

●
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

●
郷
土
・
地
域
に
伝
わ
る
行
事
や
季

　

節
に
合
わ
せ
た
コ
ン
サ
ー
ト

◆
こ
れ
ま
で
の
活
動

・
郷
土
に
伝
わ
る
「
五
月
休
み
」
の

行
事
を
取
り
上
げ
行
事
の
際
に
作
る

「
か
し
わ
餅
」
を
作
る
云
わ
れ
を
調
べ
、

調
理
実
習
を
行
い
作
り
方
を
学
び
、

各
家
庭
に
伝
承
す
る
。

・「
お
は
な
し
会
」
の
開
催
で
は
、
普

段
と
違
っ
た
会
場
を
作
り
上
げ(

舞

台
装
飾
の
様
相
を
施
し
て)

読
み
聞

か
せ
を
実
践
。

・
図
書
館
ま
つ
り
で
は
、
読
み
聞
か

せ
バ
ン
ザ
イ
!
の
進
行
補
助
・
各
体

験
コ
ー
ナ
ー(

布
絵
本
づ
く
り
・
手

芸
な
ど)

の
講
師
と
し
て
参
加
。

・
ク
リ
ス
マ
ス
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト

の
開
催
。

mokomoko fuwafuwa
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１人あたりの財産額

182 万 9,069 円

町の財政運営の状況を町民の皆さんに知っていただくために、

平成 28 年 9 月 30 日現在の予算の執行状況等をお知らせします。

歳　入
区分 予算額 収入済額 執行率
町税 4,219,466 千円 2,196,799 千円 52.1%

地方譲与税等 263,083 千円 114,556 千円 43.5%
地方交付税 1,221,082 千円 796,697 千円 65.3%
国庫支出金 2,654,029 千円 307,964 千円 11.6%

県支出金 1,412,594 千円 452,494 千円 32.0%
財産収入 139,831 千円 16,611 千円 11.9%

繰入金 425,453 千円 107,726 千円 25.3%
繰越金 242,450 千円 242,450 千円 100.0%
諸収入 219,273 千円 37,839 千円 17.3%

町債 0 千円 0 千円 0.0%
その他 124,750 千円 56,134 千円 45.0%
合　計 10,922,011 千円 4,329,270 千円 39.6%

歳　出
区分 予算額 支出済額 執行率

議会費 109,034 千円 54,397 千円 49.9%
総務費 2,068,560 千円 504,266 千円 24.4%
民生費 1,864,826 千円 619,509 千円 33.2%
衛生費 1,273,125 千円 492,133 千円 38.7%

農林水産業費 1,717,983 千円 344,428 千円 20.1%
商工費 686,335 千円 249,704 千円 36.4%
土木費 1,385,533 千円 292,174 千円 21.1%
消防費 290,987 千円 174,591 千円 60.0%
教育費 1,136,014 千円 443,737 千円 39.1%
公債費 320,114 千円 180,054 千円 56.3%
その他 69,500 千円 49,500 千円 71.2%
合　計 10,922,011 千円 3,404,493 千円 31.2%

会計名 予算額 収入済額 執行率 支出済額 執行率
後期高齢者医療事業 85,991 千円 25,999 千円 30.2% 19,135 千円 22.3%

国民健康保険事業 1,074,523 千円 342,787 千円 31.9% 416,851 千円 38.8%
国民健康保険診療事業 101,031 千円 29,067 千円 28.8% 42,665 千円 42.2%

介護保険事業 935,977 千円 353,224 千円 37.7% 376,718 千円 40.3%
介護サービス事業 5,138 千円 1,302 千円 25.3% 1,412 千円 27.5%

簡易水道事業 229,714 千円 61,500 千円 26.8% 90,395 千円 39.4%
農業集落排水事業 400,176 千円 42,576 千円 10.6% 129,168 千円 32.3%

特定環境保全公共下水道事業 201,293 千円 7,997 千円 4.0% 39,281 千円 19.5%
合計 3,033,843 千円 864,452 千円 28.5% 1,115,625 千円 36.8%

土　地 446 万 7720.01㎡
建　物 14 万 0214.07㎡

有価証券 1,270,100 千円
出資による権利 93,889 千円

基金

財政調整基金 5,429,763 千円
減債基金 2,422,042 千円

土地開発基金 500,000 千円
その他特定目的基金 6,977,625 千円

計 15,329,430 千円

一般会計 2,584,466 千円
特別会計 1,840,026 千円

合計 4,424,492 千円

※表示金額は単位未満四捨五入

平成 28 年度
　　　上半期の 財政状況を公表します

●一般会計

●特別会計

●町財産と町債の状況

１人あたりの町税負担額
（一般会計のみ）

  53 万  123 円

※平成 28 年 9 月 30 日現在の人口 8,381 人から算出

町民１人あたりに換算すると！？

１人あたりに使われるお金
（一般会計のみ）

130 万 3,187 円
１人あたりの町債残高

              52 万 7,919 円

町財産の現在高

町債 ( 借金 ) の現在高

　　　　　　　総務課　☎ 77・4050問

※ 予算額は 9 月補正後の金額です。
　 予算額および収入・支出済額には、前年度からの繰越額を含んでいます。
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経験年数 大学卒 高校卒
10 年 233,086 円 216,325 円
15 年 283,600 円 247,700 円
20 年 326,300 円 288,733 円

■学歴・経験年数別平均給料月額
（平成 28 年 4 月 1 日現在）

区　分 内　　　容

扶養手当（月額）

配偶者　　　                    13,000 円
配偶者以外 1 人目　 　　6,500 円

（配偶者がいない場合は 11,000 円）　
 　　〃　　 ２人目以降　6,500 円
※満１5 歳年度初めから満 22 歳年度末までの子
   １人につき 5,000 円を加算

住居手当（月額）
借家 12,000 円を超える家賃の額に応じ
最高 27,000 円

通勤手当（月額）
通勤距離２km 以上で距離に応じて
2,000 円から 31,600 円

（自動車等を使用する場合）

宿日直手当（１回）4,200 円

管理職手当（月額）
・課長級　　　39,700 円～ 51,900 円
・課長補佐級  　22,200 円～ 31,700 円

■職員手当（平成 28 年 4 月 1 日現在）

区　分 ２7 年度
住民基本台帳人口 8,450 人

歳出額（A） 100 億 9,871 万円
人件費（B） 12 億 8,402 万円

人件費率（B/A） 12.7％
26 年度（参考） 12.8％

■人件費（平成 27 年度地方財政状況調査（普通会計））
（人口は平成 28 年 3 月 31 日現在）

区　分 人数・金額
職員数（A） 153 人

給　　料 5 億 5,068 万円
職員手当 6,844 万円

期末・勤勉手当 2 億 223 万円
計（B) 8 億 135 万円

１人当たり給与費（B/A) 524 万円

区　分 ラスパイレス指数
平成 25 年度 99.5（91.9）
平成 26 年度 91.6
平成 27 年度 92.3

区　分 大学卒 高校卒
一般行政職 166,100 円 144,600 円

期末手当 勤勉手当
2.6 月分 1.6 月分

区　分 職員数
対前年増減数

部　門 平成 27 年度 平成 28 年度

一

般

行

政

議　会 3 3 ー
総　務 41 43 2
税　務 7 7 ー
民　生 32 32 ー
衛　生 7 8 1
労　働 0 0 ー

農林水産 18 18 ー
商　工 7 8 1
土　木 7 7 ー
小　計 122 126 4

特
別
行
政

教　育 31 30 ▲ 1
消　防 0 0 ー
小　計 31 30 ▲ 1

公
営
企
業

病　院 6 6 ー
水　道 2 2 ー
下水道 3 3 ー
その他 7 7 ー
小　計 18 18 ー

合　　計 171 174 3

■職員給与費（平成 27 年度地方財政状況調査（普通会計））

■ラスパイレス指数

■初任給（平成 28 年４月１日現在）

■年次別職員数（平成 28 年 4 月 1 日現在）

■期末・勤勉手当（平成 27 年度支給割合）

■特別職の報酬等（平成 28 年 4 月 1 日現在）
区　分 給料・報酬月額 期末手当月数
町　長 850,000 円 平成 27 年度支給割合

3.15 月分
副町長 670,000 円
教育長 560,000 円
議　長 300,000 円 平成 27 年度支給割合

3.1 月分
副議長 245,000 円
議　員 235,000 円

■部門別職員数（平成 28 年 4 月 1 日現在）

区　分 職員数 対前年増減数
平成 25 年度 181 人 ▲ 4
平成 26 年度 177 人 ▲ 4
平成 27 年度 171 人 ▲ 6
平成 28 年度 174 人 3

区　分 一般行政職
平均給料月額 299,300 円
平均給与月額 336,100 円

平均年齢 42.2 歳

■平均給料月額および平均給与月額・平均年齢
（平成 28 年 4 月 1 日現在）

※給与月額は、給料月額に職員手当の額を加えたものです。

※特別職および公営企業等会計部門を除いています。

※条例に定められている職員定数は 220 人

※期末手当は、給料・報酬月額に役職加算を乗じたものを基礎額とします。
※上記の公表金額は、税や各種保険料等を差し引く前の金額で、いわゆる
　手取り金額ではありません。

人事行政の運営等の
状況を公表します

※その他の詳細な項目については、町の HP で公表しています。

※事業費支弁にかかる職員分を含んでいます。

※（）書きは国家公務員の時限的（２年間）な給与改定特例法
　 による措置が無いとした場合の値です。
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新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
そ
の
感
想
文

『
“
寄
り
そ
医
”
が
与
え
て
く
れ
た
も

の
』
を
読
ん
で
み
る
と
…
も
う
、
涙
が

出
そ
う
で
す
。
し
か
も
、
中
学
１
年
生

と
は
思
え
な
い
高
尚
な
文
章
な
の
で
し

た
。
僕
が
中
学
１
年
生
の
頃
は
、
読
書

後
の
感
想
な
ん
て
「
面
白
い
」
か
「
つ

ま
ら
な
い
」か
の
ど
ち
ら
か
し
か
な
か
っ

た
の
で
、
本
当
に
ビ
ッ
ク
リ
で
す
。

　

彼
の
文
章
は
、
死
別
し
た
曾
祖
母
へ

の
語
り
か
け
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

「
も
っ
と
寄
り
添
え
た
よ
ね
、ご
め
ん
ね
、

大
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
」

　

水
泳
や
学
校
の
こ
と
で
な
に
か
と
ア

ド
バ
イ
ス
を
も
ら
っ
て
い
た
大
好
き
な

曾
祖
母
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。
在
宅
療

養
を
希
望
し
た
曾
祖
母
は
、
常
に
「
先

生
や
看
護
師
さ
ん
が
良
く
し
て
く
れ
て

ね
ぇ
」
と
医
療
者
へ
の
感
謝
を
口
に
し

て
い
ま
し
た
。
で
も
彼
は
、
自
身
が
曾

祖
母
に
あ
ま
り
寄
り
添
え
な
か
っ
た
と

感
じ
て
後
悔
し
、
落
ち
込
ん
で
い
ま
し

た
。
そ
ん
な
と
き
、
た
ま
た
ま
出
会
っ

た
本
が
『
寄
り
そ
医
』
で
し
た
。

　

こ
の
本
は
“
支
え
あ
う
住
民
と
医

師
”
の
お
話
で
す
。
名
田
庄
赴
任
当
初

に
苦
労
し
、
そ
れ
で
も
諦
め
な
か
っ
た

こ
と
。
失
敗
し
た
こ
と
と
、
そ
の
失
敗

    

う
れ
し
い
サ
プ
ラ
イ
ズ
は
、

  

　
　
　
　 

見
知
ら
ぬ
中
学
生
か
ら
だ
っ
た
!?

　

自
分
の
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
、
知
ら

な
い
間
に
、
知
ら
な
い
誰
か
に
何
ら
か

の
よ
い
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
っ
て

あ
る
ん
で
す
ね
〜
。
っ
て
、
何
の
こ
と

だ
か
サ
ッ
パ
リ
わ
か
り
ま
せ
ん
よ
ね
。

そ
り
ゃ
、
そ
う
で
し
ょ
。
僕
だ
っ
て
、

高
校
の
同
級
生
か
ら
教
え
て
も
ら
っ

て
、
初
め
て
知
っ
た
こ
と
で
す
か
ら
。

　

第
62
回
青
少
年
読
書
感
想
文
京
都
府

コ
ン
ク
ー
ル
で
京
都
産
業
大
附
属
中
学

１
年
生
の
後
藤
優
斉
さ
ん
が
府
知
事
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。
何
を
読
ん
で
の
感

想
文
か
と
い
う
と
、拙
著
『
寄
り
そ
医
ー

支
え
あ
う
住
民
と
医
師
の
物
語
』
な
ん

で
す
よ
、
な
ん
と
！

名田庄診療所長　中村伸一

こちら

 　　『グループホームなごみ』です

グループホームなごみ
〒 919-2111　
おおい町本郷 92-51-1 
☎　７７・２７５３
FAX ７７・２２７６　

を
患
者
さ
ん
か
ら
許
さ
れ
た
こ
と
。
地

域
か
ら
温
か
く
見
守
ら
れ
た
こ
と
。
自

分
が
病
気
に
な
っ
た
際
に
住
民
の
方
か

ら
助
け
ら
れ
、
地
域
を
支
え
る
つ
も
り

が
地
域
か
ら
支
え
ら
れ
た
こ
と
な
ど
…

　

本
を
読
ん
で
、
お
そ
ら
く
彼
は
、
医

師
と
し
て
の
僕
の
２
０
年
余
り
を
疑
似

体
験
し
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
こ
と
で
、
彼
な
り
の
死
生
観
を
得

て
、
曾
祖
母
が
語
っ
た
医
療
者
に
対
す

る
感
謝
の
言
葉
の
本
質
を
理
解
し
た
の

で
し
ょ
う
。
同
時
に
、
名
田
庄
に
生
き

る
人
々
の
あ
た
た
か
な
看
取
り
か
ら
、

逝
く
人
と
の
絆
と
自
身
の
未
来
、
つ
ま

り
命
が
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
の
尊
さ

を
彼
は
感
じ
取
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

読
書
後
に
曾
祖
母
の
喪
失
感
は
消
え
、

幸
せ
そ
う
に
旅
立
っ
た
曾
祖
母
の
笑
顔

が
浮
か
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　

彼
は
読
書
後
の
心
境
の
変
化
を
感
想

文
の
後
半
で
こ
う
表
現
し
て
い
ま
す
。

「
こ
の
本
は
ぼ
く
に
元
気
を
く
れ
た
。
人

は
ひ
と
り
で
は
生
き
て
い
け
な
い
。
そ

の
こ
と
に
気
づ
け
ば
周
り
の
人
た
ち
へ

の
感
謝
の
念
を
持
ち
、
自
分
も
誰
か
の

た
め
に
役
に
立
ち
た
い
と
思
え
て
自
然

に
行
動
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」

　

感
想
文
の
最
後
は
こ
ん
な
言
葉
で
締

め
く
く
っ
て
い
ま
す
。

「
頑
張
る
よ
、
み
て
い
て
ね
、
大
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
」

　

全
日
本
名
田
庄
化
計
画
は
進
行
中
！

『  笑顔のお正月  』

問

　利用者の皆さんのお正月は、なごみで過ごされる方や、自宅でご家族と一緒に過ごされる方など様々です。
　お正月は、雪も積もらず、お正月らしさが感じられない天候となりましたので、少しでもお正月気分を感じても
らおうと、本郷の日枝神社へ初詣に行ってきました。お賽銭を入れ、「今年も良い年でありますように…」と誰か
が言うと、「去年は初詣に行けなかったけど、今年はこれたからきっと良い年になるだろう」と前向きな言葉が聞
かれました。また、おみくじを引いた方の中には「これは記念に持って帰って、大事にとっておくわ」と言われる
方もおられました。神社でいただいた甘酒は、温かくてとても美味しかったです。
なごみに戻ると、昔懐かしい手作りの福笑いの時間♪最初は皆さん遠慮がちでしたが、
始めると「もっと右か？イヤイヤ左？」と楽しまれ、目隠しを取ると、「あはは、変な
顔！」とみんなで大笑いをしました。今年のお正月も笑顔の一日となりました。
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地域包括支援センター通信

認知症の方を地域で見守りましょう

　認知症の方は在宅で暮らすのが難しい、と思われる傾向にありますが、認知症の症状が初期の場合、

生活を工夫しながら在宅生活を継続されている方はたくさんいらっしゃいます。住み慣れた家で暮ら

していけるよう、地域でお互いに見守りましょう。

＝＝問い合わせ先＝＝
保健福祉センターなごみ内　地域包括支援センター　　☎ 77-2770
あっとほ～むいきいき館内　保健福祉室　　　　　　　☎ 67-2000

地域での見守りの事例

　地域での見守りは、やさしい気持ちで個人個人ができることを、さりげなく行っておられます。
　 ● 隣がひとり暮らしなので、朝はカーテンが開いたか、夜は電気が点くか、見て

　　います。

　● 畑をしているところを見かけたら元気かどうか声をかけるようにしています。

　● ゴミの日に声をかけています。ペットボトルの処理が難しそうなので、手伝っ

　　ています。

　● 買い物に行く時に、欲しいものがないか声をかけています。

見守りがあって助かった事例

　 【夫が認知症であるご夫婦の出来事】

　認知症の夫は散歩の習慣があります。ある日、散歩の途中で、理由なくバスに乗

り込みました。それを見かけた地域の方が、「お父さんがバスに乗ったけど大丈

夫？」と連絡をくれました。

　すぐにバス会社に保護のお願いをして、無事に家に帰ってくることができました。

　この事例は、夫が認知症である事を地域の方が知っているからこそ、見守りと支援をすることがで

きました。

　認知症の症状がみられる場合は、地域の方や親せきなどとお話しして、協力していただけるようお

願いしましょう。

町の見守りの取組み

　☆高齢者等見守りネットワーク
　　町と様々な協力事業者等が互いに連携して、高齢の方や障害をお持ちの方を、日頃から生活の中

　　で見守る取組みです。

　☆認知症高齢者等 SOS ネットワーク
　　認知症や知的障害などを理由に行方不明になった場合、町内の主要機関や一般の協力者の方に連

　　絡して、情報収集をし、早期発見につなげる取り組みです。

※どちらのネットワークも協力事業所等を随時募集しております。高齢者の方等に関わ
　る機会が多い事業所の方はぜひご協力ください。
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　第 11 回おおい町子ども会かるた大会が開かれ、練習
してきた成果を十分に発揮し、熱戦を繰り広げました。

（1 月 15 日里山文化交流センター ）

　第 6 回福井テレビ杯福井県レスリング選手権大会が
開かれ、パワーとスピードがぶつかり合うハイレベル
な試合が行われました。（1 月 22 日  総合運動公園体育館）

　毎年恒例の関電ファミリー劇場が開かれ、会場は終始
子どもたちの笑い声であふれていました。

（1 月 18 日　総合町民センター）

　吉岡繁
し げ の

之さん（芝崎）が 100 歳を迎えられ、長寿を
お祝いし、中塚町長が慶祝訪問しました。

（1 月 18 日　楊梅苑）

　2017 年の旧暦イベントが開かれ、用意されたこたつ
の中で、ミニおせちやつきたてのお餅を堪能していまし
た。（2 月 5 日　流星館コンベンションホール）

　平成 28 年度の卓球実技講習会が開かれ、参加者は講
師の指導のもと真剣に取り組んでいました。

（2 月 4 日　名田庄中学校体育館）

　関東名田庄会の総会が東京都内で開催され、ゲストに
千葉ロッテマリーンズの角中選手を招き、会員相互の親
睦を深めました。（1 月 21 日　東京都台東区）
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づ
く
り
体
験
談

　
私
は
33
歳
の
時
、
朝
起
床
し
た
ら
足
首

に
激
痛
が
走
り
、
歩
く
の
も
困
難
で
あ
っ

た
。
そ
れ
で
、
妻
に
運
転
し
て
も
ら
い
、

病
院
の
整
形
外
科
で
受
診
し
た
ら
、
血
液

検
査
で
尿
酸
値
が
高
く
痛
風
と
診
断
さ

れ
た
。
専
門
誌
に
よ
る
と
、こ
の
病
気
は
、

「
プ
リ
ン
体
の
多
い
食
品
を
食
べ
続
け
る

と
発
病
し
、
腎
臓
が
悪
化
す
る
恐
れ
が

あ
る
」
と
な
っ
て
い
た
。
食
べ
物
と
し
て

は
、牛
肉
の
レ
バ
ー
、魚
類
で
は
イ
ワ
シ
、

酒
類
で
は
ビ
ー
ル
が
悪
い
と
い
う
こ
と

で
あ
っ
た
。

　
こ
の
激
痛
は
、
鎮
痛
剤
と
尿
酸
抑
制

剤
に
よ
り
3
日
ほ
ど
で
な
く
な
っ
た
が
、

そ
の
後
1
年
に
1
回
ほ
ど
発
作
が
起
き
、

全
く
体
内
に
爆
弾
を
抱
え
て
い
る
よ
う

で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
56
歳
の
時
、
同

様
の
発
作
が
起
き
小
浜
病
院
に
受
診
し

た
ら
、
そ
の
時
処
方
し
て
も
ら
っ
た
薬

が
よ
く
効
き
、
そ
の
薬
を
毎
朝
飲
み
続

け
て
い
て
、
全
く
発
作
も
起
き
ず
、
尿

酸
値
も
安
定
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
66
歳
・
男
性
）

健
康

NO.9

「学生まちづくり政策コンテスト」発表会お おい町に関西の学生が集う！！

　おおい町の魅力や課題を探り提言する「学生まちづくり政策コン
テスト」発表会が総合町民センターで開かれました。
　学生たちは昨夏の夏季休暇を利用して、おおい町に滞在し町内を
見て回ったり、町民との意見交換をもとに政策案を作成しました。
　最優秀賞には、関西の若い女性向けに就農や起業を促す施策を考
えた関西学院大学の「大熊研修室」が選ばれました。
　詳しくは、総合計画 & 戦略ニュース（P.12）をご覧ください。

（1 月 21 日　総合町民センター）
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　　　革小物づくり教室（中央公民館）

布絵本の会
1 日（水）13:30 〜 15:30

内容　布絵本作り

 
名田庄公民館

（里山文化交流センター）☎ 67-3250

大飯図書館・史料館
☎ 77-2820

名田庄図書館
☎ 67-3703

活動報告

0・1・2 歳児さんのおはなし会
2 日 ,9 日 ,16 日 ,30 日（木）11:00 ～ 11:30
語り手　図書館職員等
対象　0 ～ 2 歳児とその保護者
内容　絵本の読み聞かせ

読書会
19 日（日）10:00 ～ 11:30
テキスト　『日暮れ竹河岸』
　　　　　　　藤沢　周平　著

親子で楽しむおはなし会
14 日（火）11:00 ～ 11:30

語り手　松宮　初美 氏
対象　0 歳からの乳幼児とその保護者
内容　おはなし会とわらべ歌遊び

　1 月 15 日（日）、大雪・強風という悪天
候の中、総合町民センターで革小物づくり
教室を開催しました。講師は、小浜市在住
の川口剛さん、文枝さんご夫妻。参加者の
方々は、部屋に入るなり机上に並べられた
たくさんの作品に釘付けでした。ミニチュ
アから長財布まで、豊富な種類から何を作

ろうか迷われた後、楽しそうにデザインを
考えながら作り始められました。後半は真
剣そのもので、手元に集中して黙々と作業。
約 2 時間かけてオリジナルの革小物を完成
させた皆さんは、大満足の表情を浮かべて
おられました。

布えほんサークル活動
12 日（日）13:30 ～ 15:30
対象　一般、ボランティア
内容　布絵本作り

太極拳教室
13 日 ,27 日（月）
19:30 ～ 21:00
講師　竹森　清二郎 氏

映画会
26 日（日）13:30 ～ 15:00
上映作品　『マメシバ一郎』　
　　　　　　他 1 本

第 35 回 名田庄多聞の会
「こんなに変わった名田庄の暮らしや自然、

　こんなふうになってほしいこれからの名田庄」
5 日（日）13:30 ～

話し手　小西　勇 氏（名田庄堂本）
　　　　細川　正博 氏（名田庄口坂本）

　でっちようかんあれこれ（名田庄公民館）活動報告

　1 月 22 日（日）、あっとほ～むいきいき
館で、生涯学習推進事業「でっちようかん
あれこれ」を開催しました。10 名の参加
があり、伝承料理でっちようかんの作り方
を、食いきいき隊の藤原はるみさんに伝え
ていただきました。市販のこしあんと粉寒
天を使って、つるりとした食感のおいしい

でっちようかんが簡単に出来上がりまし
た。その後、地元おうえん隊の中野英二さ
んに、羊羹の由来や、でっちようかんの名
前の由来、水ようかんを冬場に
食べている地域など、羊羹に
ついての興味深いお話をして
いただきました。

おはなし会
5 日（日）14:00 ～ 14:30

対象　幼児および小学生

おひざでだっこ スペシャル
16 日（木）11:00 〜 12:00

場所　里山文化交流センター
対象　乳幼児とその保護者
内容　絵本の読み聞かせや手遊びの後、お茶を飲みながら楽
　　　しくお話しましょう。
参加費　1 組 100 円（お茶・おやつ代）
申込み　3 月 9 日（木）まで

ビブリオバトル大会
19 日（日）13:30 ～ 14:30
対象　小学生以上
内容　本の書評合戦！を行い
　　　ます。
申込み　3 月 5 日（日）まで

源氏物語講座
19 日（日）13:30 ～ 15:00

講師　渡辺　力 氏

ブックスタート
15 日（水）12:30 ～ 14:00

場所　保健福祉センターなごみ
語り手　ボランティア会員
対象　6・7 か月児とその保護者
内容　絵本の読み語り

みんなで楽しもう紙芝居
19 日（日）14:30 ～ 15:30
演じ手　津田　節江 氏
内容　紙芝居の実演
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3 月

大島公民館
（はまかぜ交流センター）☎ 77-3011

中央公民館
（総合町民センター）☎ 77-1150

佐分利公民館
（ふるさと交流センター）☎ 78-1211

公民館こどもクラブ
25 日（土）15:00 ～ 16:00

講師　公民館職員
対象　小学 2 年生以上
内容　そろばん教室

初心者のウクレレ教室
14 日 ,28 日（火）
19:30 ～ 21:00
講師　海透　敬夫 氏

佐分利むらなかカレッジ
26 日（日）11:00 ～ 13:00

対象　カレッジ生
内容　1 年を振り返り意見交換、
　　　海鮮丼とイチゴのスイーツ作り

若狭パールで手作りペンダント
11 日（土）13:30 ～ 15:00

講師　若狭パール MAMIYA　松本　よし子 氏
内容　本真珠で本格オリジナルペンダントを作ります。
参加費　2,160 円～ 3,780 円（材料代）

スクラップブッキング教室
19 日（日）13:30 ～ 15:30

講師　明神　綾子 氏
内容　写真をデコレーションしながら、スクラップ（アルバ
　　　ム作り）をします。
定員　10 名
参加費　300 円

まいるっ子クラブ
28 日（火）13:30 ～ 15:00
対象　大島小児童
内容　高齢者から むかし遊びを学びます。

パワーヨガ教室
11 日（土）
19:30 ～ 21:00
講師　田中　哲 氏

バドミントン教室
4 日（土）9:00 ～ 12:00
講師　菅原　美穂 氏、石崎　典子 氏
対象　大島小児童

青少年愛護センター大飯支部巡回指導
15 日（水）,24 日（金）,30 日（木）
17:00 ～ 17:30
場所　JR 若狭本郷駅前

【問合せ先】青少年愛護センター大飯支部　☎ 77-1150

英語落語　ー English　Rakugo －
12 日（日）13:30 ～ 15:00

講師　龍耒　彼方 ”（Duke　KanaDA) 氏
内容　カナダ出身の落語家による英語落語を聴く。
定員　50 名程度

ピラティス教室
28 日（火）
19:30 ～ 20:30
講師　木下　美紀 氏

ひな寿司作り教室
3 日（金）9:00 ～ 12:00

講師　千綿　春江 氏
内容　おだいりさまとおひなさまを作ります。また、旬の夏
　　　みかんでピールを作ります。
定員　10 名
参加費　500 円

パソコン教室
4 日 ,11 日（土）13:30 ～ 15:30

講師　パソコンインストラクター
内容　知っておくと便利なエクセル機能 5 選
定員　10 名

カラオケし～まいる
15 日（水）10:00 ～ 16:00

対象　大島地区住民
内容　カラオケの部屋を開放します。都合のいい時間帯に集
　　　まって、好きなだけ歌いましょう。

かご編み教室
5 日 ,12 日（日）13:30 ～ 15:30
講師　吉田　米吉 氏
内容　小物入れを作ります。
定員　10 名
参加費　300 円
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総合計画＆戦略ニュース⑮

福井しあわせ元気国体通信 Vol.11 国体推進室
☎ 77-1150

問

総合政策課
☎ 77-4051

問

I N F O R M A T I O N

　このコーナーでは、 平成 30 年 （2018 年） に開催される 「福井しあわせ元気国体」 に関する情報をお

届けします。

～ おおい町学生まちづくり政策コンテスト政策発表会 ～

　１月２１日（土）総合町民センター大ホールで、政策発表会を開催しました。
　大学生９チームが夏のフィールドワークの成果を活かしたまちづくりのアイディア
を政策として提言しました。
　この日に向けて準備してきた大学生チームの巧みなプレゼンテーションに対して、
町長や審査員からの活発な質疑応答が繰り広げられるなど、会場はまちづくりの熱気
にあふれていました。
　また、政策提言を聴講した町民の方による会場投票や若狭高校の１年生９人による
政策提言書審査のプレゼンテーションなど、参加された町民の方全てが幅広くまちづ
くりに想いを馳せる場にもなりました。
　優れた提言は実現に向けて取組み、未来創生戦略の目指すまちづくりにつなげます！
最優秀賞以下の各賞は以下のとおりです。

「花いっぱい運動」 参加団体を募集します！！
　国体の開催にあたり、 全国から訪れる大会参加者や一般観覧者を温かくお迎えするために、 「花いっぱい

運動」 に参加していただける団体を募集します。

　☆対　　　象 ： 町内在住 ・ 在勤の団体等

　☆申込方法 ： 「おおい町花いっぱい運動申込書」 に必要事項を記入のうえお申込みください。

　　　　　　　　　　申込書は直接取りに来ていただくか、 町のＨＰからダウンロードしてください。

　☆計　　　画 ： H29 年度　実証栽培として、 プランター 400 基分の花苗を育成。

　　　　　　　　　　H30 年度　プランター 1,200 基分の花苗を育成し、 競技会場等

                    に設置。

  ※花苗 ・ プランター等の資材は無償で提供いたしますので、

　   ぜひ育成にご協力ください。

≪最優秀賞≫
　☆大熊研究室（関西学院大学人間社会学部）『若い女性を対象としたおおい町で輝く就農・起業女子応援事業』

　　【 提言概要 】関西圏の女性を町内で就農・起業させるため、情報誌作成・フォーラムの開催・体験ツアーの開催

≪優秀賞≫
　☆おおい発信部（近畿大学総合社会学部）『既存のものを活かしたおおい町の魅力発信の方法提案』

　    【 提言概要 】ペレットストーブの普及・ワーキングホリデー形式での就業体験の実施

　☆片岡最盛工場（近畿大学経済学部）『” Ｍｅｍｏｒｙ　Ｇａｒｔｅｎ ”　クラインガルテンを通じた定住人口の増加』

　　【 提言概要 】滞在型市民農園（クラインガルテン）を設置し、四季を通じて農業体験・イベントを実施

≪福井新聞社特別賞≫
　☆地盤環境学研究室（近畿大学総合社会学部）『フォレストアドベンチャーおおい（仮）』

　    【 提言概要 】ジップラインの設置、有害鳥獣捕獲による山間部型アウトドアテーマパーク

▲表彰式の様子（最優秀賞：大熊研究室）
                                           　　http://www.town.ohi.fukui.jp 政策発表会  検索
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総務課　☎ 77-4050問

電
子
情
報
課

☎
77
・
９
０
３
０

問

 

お
お
い
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

          

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
つ
い
て

　
お
お
い
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
平
成

29 
年
3 
月
1
日
よ
り
、
新
し
い
ペ
ー
ジ

に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
す
。

　
新
し
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
防
災
、

観
光
、
子
育
て
お
よ
び
移
住
定
住
に
関

す
る
特
設
サ
イ
ト
を
新
た
に
設
け
る
と

と
も
に
、
検
索
機
能
を
充
実
さ
せ
、
情

報
を
さ
が
し
や
す
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
町
の
防
災
情
報
、
災
害
情
報
、

子
育
て
情
報
な
ど
の
様
々
な
情
報
を
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
登
録
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
よ
り
、
メ
ー
ル
に
て
配
信
す

る
機
能
を
付
加
し
て
お
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
ス
マ
ー
ト
フ
オ
ン
な
ど
の

画
面
が
小
さ
い
機
器
で
閲
覧
さ
れ
る
場

合
、
自
動
で
画
面
サ
イ
ズ
に
合
わ
せ
て

最
適
化
す
る
機
能
や
、
英
語
や
韓
国
語

な
ど
の
外
国
語
へ
の
翻
訳
機
能
な
ど
も

新
た
に
加
え
て
お
り
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
新
し
く
な
り
ま
す
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
利
活
用
し
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「避難準備情報」の名称変更について
　

　平成 28 年台風第 10 号による水害では、死者・行方不明者 27 人が発生する等、東北・北海道の各地で甚大な被害が発生しました。
とりわけ、岩手県岩泉町では、グループホームが被災し、入所者 9 名が全員亡くなる等、高齢者の被災が相次ぎました。
　『避難準備情報』の名称については、本水害では、高齢者施設において、適切な避難行動がとられなかったことを重く受け止め、
高齢等が避難を開始する段階であるということを明確にするため、『避難準備情報』を『避難準備・高齢者等避難開始』に名称
変更することになりました。

【 変 更 前 】 【 変 更 後 】

避難指示

避難勧告

避難準備情報

避難指示（緊急）

避難勧告

避難準備・高齢者等避難開始

　

☆いつでも避難ができるよう準備しましょう。
☆身の危険を感じる人は避難を開始しましょう。
☆避難に時間を要する人（ご高齢の方、障害のある方、乳幼児をお連れの方等）は避難を開始
　しましょう。

『避難準備・高齢者等避難開始』が発令されたときは…

 

高
等
学
校
等
通
学
費

　
　
　
　
助
成
制
度
に
つ
い
て

　
町
で
は
、
高
等
学
校
等
に
就
学
す
る

生
徒
の
通
学
費
の
一
部
助
成
を
行
っ
て

い
ま
す
。

■
必
要
な
書
類

　
・
申
請
書
兼
請
求
書
　

　
・
定
期
乗
車
券
の
写
し

　
・
在
学
証
明
書
　

　
・
振
込
先
金
融
機
関
の
通
帳
の
写
し

※
申
請
期
間
は
在
学
中
に
限
ら
れ
る
た

め
、
高
校
3
年
の
生
徒
の
保
護
者
の
方

は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
学
校
教
育
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。学

校
教
育
課

☎
77
・
１
１
５
０

問

  

相
続
登
記
を
お
忘
れ
で
は

　
　
　
　
　
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
近
時
、
相
続
し
た
不
動
産
に
つ
い
て

相
続
登
記
が
さ
れ
て
い
な
い
ケ
ー
ス

が
数
多
く
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
、
東

日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
に
関
し
て

報
道
さ
れ
る
な
ど
、
相
続
登
記
が
社
会

的
な
関
心
を
集
め
て
い
る
こ
と
を
ご

存
じ
で
し
ょ
う
か
。

　
相
続
登
記
が
放
置
さ
れ
る
と
、
不
動

産
の
所
有
者
の
把
握
が
困
難
と
な
り
、

災
害
復
興
事
業
や
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

の
公
共
事
業
が
進
ま
な
か
っ
た
り
、
空

家
問
題
を
深
刻
化
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な

が
り
ま
す
。

　
福
井
地
方
法
務
局
で
は
、
現
在
、「
未

来
に
つ
な
ぐ
相
続
登
記
」
と
し
て
相
続

登
記
を
促
進
す
る
取
組
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
土
地
や
建
物
の
所
有
者
が
お

亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
場
合
は
、
町
へ

の
固
定
資
産
税
の
納
付
義
務
者
の
届

出
だ
け
で
は
な
く
、法
務
局
（
登
記
所
）

へ
の
相
続
登
記
の
申
請
を
お
願
い
し

ま
す
。

福
井
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方
法
務
局
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０
７
７
６
・
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・
4
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問

 「
元
気
ア
ッ
プ
体
操
」
講
座
を

　
　
　
　
　
　
　
開
催
し
ま
す

　
町
で
は
、
住
民
の
皆
様
の
健
康
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、
町
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
健
康
体
操
「
お
お
い
に
広
が
れ
！
元

気
ア
ッ
プ
体
操
」
を
制
作
し
ま
し
た
。

　
こ
の
体
操
を
日
頃
の
健
康
づ
く
り
に

活
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
教
室
を
開

催
し
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
大
飯
地
域

　
3
月
16
日
（
木
）
14
時
か
ら
　

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ご
み

■
名
田
庄
地
域

　
3
月
17
日
（
金
）
10
時
か
ら
　

　
あ
っ
と
ほ
～
む
い
き
い
き
館

保
健
医
療
課

☎
77
・
1
1
5
5

問
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  3月
大
飯         

発
電
所

　
　
　        

と
ぴ
っ
く
す

Topics

関
西
電
力
大
飯
発
電
所

☎
77
・
３
５
２
２

問

大飯発電所３,４号機の審査状況について

　大飯発電所 3,4 号機は、福島第一原子力発電所の事故後に
制定された新規制基準について、原子力規制委員会の適合
性審査を受けています。
　原子炉設置変更許可の審査会合は、平成 25 年 7 月以降
これまでに 70 回行われ、1 月 27 日に終了しました。
　今後、原子力規制委員会で審査結果をとりまとめた審査
書案が作成され、その案に対して、パブリックコメント制
度に基づき広く国民の皆さまからの意見が募集されます。 安全まもるくん

（大飯発電所キャラクター）

　大飯発電所は、これからも引き続き、安全性・信頼性向上に努め、おおい町を
はじめとする社会の皆さまのご理解を賜りながら、できるだけ早期の再稼動に取
り組んでまいります。
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   5 日（日）若狭高浜病院    12 日（日）なごみ診療所    
 19 日（日）常藤内科医院   20 日（月）若狭高浜病院
 26 日（日）なごみ診療所    　 

な ご み

いきいき
  3月戸籍の 窓 （敬称略）

平成 29 年 1 月 5 日から
 　  平成 29 年 2 月 4 日届出まで

赤ちゃん

おくやみ

   　名前　       　  性別　   　 保護者　         　 住所

森下　依
い お り

央理　　女　　敏多・未那美　    名田庄虫鹿野

氏家　莉
り と

都　　　女　　敏典・あすか　　本郷（3 区）

    名前         　        　年齢            性別　　    住所

中官　華枝　 　　　　85 歳　　  女　　　小堀

浦松　由美　　　　　 38 歳　　  女　　　野尻

團　　ツヤ　　　　　 90 歳　　  女　　　名田庄納田終

岡　　政治　　　　　 84 歳　　  男　　　名田庄井上

中村　日出男　　　　 80 歳　　  男　　　長井

時岡　かよ　　　　   106 歳　　  女　　　本郷（1 の 2 区）

粟谷　良子　　　　　 90 歳　　  女　　　名田庄中

山口　　仁　　　　　 93 歳　　  男　　　犬見

川﨑　美津枝　　　　 77 歳　　  女　　　大島（河村区）

小西　善治　　　　　 86 歳　　  男　　　名田庄堂本　

木村　スミ子　　　　 97 歳　　  女　　　野尻

臨　　ユキ子　　　　 88 歳　　  女　　　名田庄挙野

西森　止天子　　　　 95 歳　　  女　　　大島（西村区）

嶋田　利治　　　　　 78 歳　　  男　　　名田庄三重

門野　茂義　　　　　 66 歳　　  男　　　名田庄中
ごめい福をお祈りします。

あっとほ～むいきいき館

福祉バス運行表
■納田終・井上・中地区 2 日㈭ 10 日㈮ 21 日㈫ 30 日㈭

■坂本・西谷地区　　 9 日㈭ 17 日㈮ 28 日㈫

■下久田・久坂・下地区 3 日㈮ 14 日㈫ 23 日㈭ 31 日㈮

■三重・小倉・美川地区 7 日㈫ 16 日㈭ 24 日㈮

まちの人口！
平成 29 年 2 月 1 日現在　　（　）は前月比

　総人口　　　　8,366　　　　（ー１５）
　　男　　　　　4,116  　　　  （－１０）
　　女　　　　　4,250　　　　（ー　５）
　世帯数　　　　3,192　　　　（ー　９）

お誕生おめでとうございます。元気にすくすく育ってください。

■すくすく広場（子どもたちの遊びの場）
　保健福祉センター なごみ　　　          3 日㈮       10：00 ～
　あっとほ～む いきいき館 　　            10 日㈮       10：00 ～
■乳幼児健診　※対象者には通知します。
　あっとほ～む いきいき館 　　                3 日㈮       13：00 ～
　保健福祉センター なごみ　　　       15 日㈬       12：30 ～
■離乳食教室　※対象者には通知します。
　保健福祉センターなごみ　　 　       28 日㈫        10：00 ～  
■はぐはぐの会（子育てで心配なことがある方の育児教室）
　保健福祉センター なごみ　　             21 日㈫        10：00 ～
■元気アップ体操講座
　保健福祉センターなごみ 　　             16 日㈭       14 ：00 ～

　あっとほ～む いきいき館　　 　        17 日㈮       10 ：00 ～
■ノルディックウォーキング教室
　保健福祉センター なごみ　　              26 日㈰      10：00 ～

■健康相談
　保健福祉センター なごみ　　   毎週木曜日        9：30 ～
　あっとほ～む いきいき館　　   毎週木曜日        9：30 ～
■こころの健康相談（相談員、保健師）
　保健福祉センター なごみ　　            22  日㈬        10：00 ～
　あっとほ～む いきいき館　　            22  日㈬        13：30 ～
■ミニディケア
　あっとほ～む いきいき館      　            17  日㈮         10：00 ～
問い合わせ
○保健福祉センターなごみ　保健医療課　 ☎ 77-1155　
○あっとほ～むいきいき館　 保健福祉室　 ☎ 67-2000

休日救急医療機関

小浜病院

休日在宅当番医町
人身 5 件
死者 0 人
傷者 7 人
物損 174 件

内交通事故発生状況
（平成 29 年 1 月 31 日現在）

死亡事故 0
ゼロ

継続日数
 1,629 日

人 権 悩 み ご と 相 談
里山文化交流センター

3月15日 （水） 13時～15時
日頃の悩みごと、いじめ、不
登校、体罰、その他人権に関
する相談に人権擁護委員が応
じます。相談無料で秘密は固
く守られますのでご安心くだ
さい。
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写
真
に
納
ま
る
君
た
ち
の

表
情
は
あ
ど
け
な
く
、
そ
れ

で
い
て
カ
ッ
コ
い
い
。

　

入
団
の
き
っ
か
け
や
時
期

は
様
々
だ
け
ど
、
縁
あ
っ
て
、

同
じ
空
間
で
同
じ
ス
ポ
ー
ツ

に
親
し
む
こ
と
に
な
っ
た
、

か
け
が
え
の
な
い
仲
間
た
ち
。

楽
し
い
こ
と
に
も
辛
い
こ
と

に
も
、
み
ん
な
で
一
生
懸
命

取
り
組
む
こ
と
で
、
多
く
の

こ
と
を
学
び
、
た
く
ま
し
く

成
長
を
続
け
て
い
る
。

　

お
お
い
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
、
全
10
チ
ー
ム
。
全
て
の

練
習
・
試
合
会
場
に
は
、
厳

し
く
も
愛
情
込
め
て
指
導
を

し
て
く
れ
る
監
督
・
コ
ー
チ
、

そ
し
て
君
た
ち
を
誰
よ
り
も

応
援
し
て
く
れ
る
保
護
者
の

姿
が
あ
る
。
プ
レ
ー
す
る
の

は
君
た
ち
だ
け
ど
、
そ
れ
は

家
族
や
地
域
の
方
々
の
支
え

が
あ
っ
て
こ
そ
。

　

感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず

に
、
日
々
努
力
を
積
み
重
ね
、

全
力
で
勝
利
を
目
指
す
。
そ

ん
な
、
『
青
春
★
キ
ラ
リ
』
な

ま
ぶ
し
い
姿
を
見
せ
続
け
て

ほ
し
い
。
そ
う
、
一
生
懸
命

は
カ
ッ
コ
い
い
。

　

み
ん
な
が
ん
ば
れ
！
お
お

い
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
！

編
集

　
総

合
政

策
課

　
TEL 0770-77-4051　

FAX 0770-77-1289　
E-m

ail seisaku@
tow

n.ohi.lg.jp　
発

行
　

福
井

県
お

お
い

町
　

〒
919-2111　

福
井

県
大

飯
郡

お
お

い
町

本
郷

136-1-1

◆
平

成
29

年
2

月
21

日

広
報

編
集
後
記

　
最
近
、
雪
降
り
す
ぎ
で
す

よ
ね
…
▼
昔
は
、
テ
ン
シ
ョ

ン
上
が
り
ま
し
た
け
ど
、

今
で
は
超
下
が
り
ま
す
▼

雪
掻
き
の
せ
い
で
腰
が
痛

い
…
▼
さ
て
さ
て
、
広
報

担
当
に
な
っ
て
か
ら
続
け

て
き
た
『
青
春
★
キ
ラ
リ
』

は
今
月
で
ラ
ス
ト
と
な
り

ま
す
▼
取
材
に
協
力
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
方
々
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
▼
取
材
を
と
お
し

て
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の

す
ば
ら
し
さ
を
存
分
に
味

わ
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た

▼
笑
顔
が
溢
れ
る
体
育
館

や
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
最
高
の

場
所
で
、
取
材
に
行
く
と

い
つ
も
元
気
を
も
ら
い
ま

し
た
▼
仲
間
と
の
絆
や
周

り
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
、
絶

対
に
大
切
に
し
て
く
だ
さ

い
▼
最
後
に
、
僕
が
好
き

な
言
葉
（
上
の
言
葉
）
を

贈
り
ま
す
▼
こ
れ
か
ら
も

ず
っ
と
、
み
ん
な
が
輝
き

続
け
る
こ
と
を
願
っ
て
▼

　
　
　
　
　
　（
つ
か
さ
）

Fin

   
誰
よ
り
も
練
習
す
る
こ
と

　

そ
れ
が
必
ず
自
信
に
な
る


